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【初期】リスク分析(PRA)

RAMSの製品開発手順と日本型の手順との比較
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RAMS：各段階で計画→
実行→チェックを行うこと
で安全性を確保する（マ
ネジメントを重視）。

日本：各担当者の資質が
高く、安全が確保できる。

１ 鉄道事業者の関わり

RAMS：想定されるリスクを
確実につぶせる計画・能
力を、安全の論拠（証拠）
としてすべて記録。

日本：頭の中で検討できる
ため、この段階でのリス
ク分析は不要。そのため
記録は残らない。

RAMS：目標を決め、バラ
ンス良く達成。

日本：目標値は決めない
（相場観はある）

（→過剰スペック気味）

５ 品質目標値の有無

比較

RAMS：メーカーが開発を
主導。安全性の立証のた
めにRAMSを利用する。

日本：鉄道事業者が主導。
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２ マネジメント重視

３～４ リスクベースアプローチ
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RAMS：前後の段階とつな
がる形で実施する。

日本：リスク分析は行われ
るが、システムとの関連
性が見えにくい。

６ トレーサビリティ（一貫性）
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RAMS：安全性が必要なも
のほど検証や評価者の
中立性を重視。第三者
機関の評価（認証）も必
要とする。

日本：中立性は重視しない。

７ 評価の中立性重視
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